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・ 以下のように、エネルギーマネジメント業務について具体的に示している。 
 

(1)基本的考え方 
2)業務概要 

本事業において整備する施設のうち、病院施設にエネルギー
を供給している医学中央機械室等の運転管理及び各種エネル
ギー調達は、従来どおり大学で実施することから、本事業で実施
するエネルギーマネジメント業務は、新築及び既存棟のエネルギ
ー使用量の測定及び分析を行い、運用面からエネルギー使用
量の削減に資する提案を求める。 

(2)要求水準 
2)遵守事項 

ァ 報告及び届け出 
施設等管理業務と連携しながら、エネルギー使用量の測定
及び分析を行い、必要と考える情報を記録し、作業報告書
に記載すること。 

3)サービスレベル 
ァ 協働体制の構築 

a 省エネルギーに関連した情報を収集し、院内周知及び省
エネルギーに関する助言を行うこと。 

b 病院施設におけるエネルギー使用特性を十分に把握した
上で、病院内における省エネルギー推進体制を提案する
こと。 

イ 企画・提案 
a エネルギー使用量の測定及び分析結果を踏まえて、病院

のエネルギー使用量の削減に関する企画提案を毎年度
行うこと。 

ゥ 健全経営への貢献 
a 事業者が実施する各業務と連携しながら、エネルギー使

用量の削減に貢献すること。 

４ エネルギー
マネジメント業務 
（抜粋） 

(3)業務区分表 
当該業務にかかる業務・作業について、以下のとおり病院と

事業者で区分するものとする。 
 

業務主体 
業務区分 業務内容 

病院
事業
者 

電気、ガス、水道等のエネル
ギーの使用量の測定・分析  ◎ 

エネルギー
マネジメント 病院の運用面における光熱

水費削減に資する提案  ◎ 

教育 病院職員を対象とした光熱水
費削減に資する教育 ○ ◎ 

凡例 ◎：当該業務の主担当 ○：従担当・協力 
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